
球

贋

二
十
三
番

第
六
戟
昭
和
十
年
六
月

盲

朝
鮮
黄
海
遺
鳳
山
淡
田
の
地
質
と
北
石

(
園
版
第
七
版
付
)

前 小 松

下
島 野

山

俊 武

郎 文 進

(
本
論
の
梗
概
は
本
年
五
月
茨
城
に
於
け
る
日
本
地
成
拳
骨
の
絶
食
に
於
て
挑
流
し
た
)

一
､
緒

言

鳳
山
炭
肘
は
黄
海
道
の
中
央
在
る
沙
里
院
の
南
東
(
沙
旦
院
牌
か
ら
約
五
粁
)
に
任
し
､
鳳
山
郡
文
井
面
及
洞
仙
面

に
亘
っ
て
存
す
る
朝
鮮
有
数
の
有
煙
炭
田
で
あ
る
｡
後
述
す
る
通
力
､
此
の
附
妃
は
低
卒
の
丘
陵
地
で
あ
っ
て
､
爽

洗
骨
は
厚

い
磯
暦
に
被
は
れ
で
甚
だ
露
出
に
乏
し
-
'
京
義
絶
の
銭
道
切
創
(今
の
新
鳳
山
輝
の
東
)
に
於
で
明
治
の

末
弟
に
初

め
て
泉
骨
の
露
頭
が
磯
見
n
れ
ね
.
其
後
鳳
山
炭
櫛
が
事
業
を
'開
始
し
て
多
数
の
試
錐
と
行
払
､
大
正
十

朝
鮮
i1.q粒
逆
風
･-;
米
田
の
地
質
と
化
石

E

O

三



地

球

節
二
十
771各

節
大
紋

四
品

二

1
年
頃
か
ら
出
炭
大
と
夜
-
､
昭
和
三
年
に
は
年
産
八
寓
二
千
滴
は
達
し
光
｡
昭
和
五
年
に
明
治
嚢
業
の
砂
塵
院
茨

磯
が
探
鋸
を
行
払
.
翌
年
か
ら
棟
数
を
始
め
た
｡
現
在
で
は
両
次
塘
合
し
て
産
額
は
年
約
十
番
滴
で
あ
る
.

鳳
山
炭
磯
で
は
雑
務
露
天
堀
や
多
数
の
斜
坑
を
作
っ
た
が
'
現
在
で
は
新
風
山
輝
の
南
々
束

∵
入
粁
の
所
に
あ
る

本
坑
で
採
決
す
る
に
止
ま
カ
､
他
の
坑
や
露
天
掘
は
願
栗
n
れ
た
.｡
然
し
新
風
山
輝
の
園
々
兼
六

〇
〇
米
の
所
で
は

昨
年
凍
､
探
錬
坑
道
掘
進
中
で
あ
る
｡
沙
里
院
汲
磯
に
は
三
珠
あ
る
が
'-
主
と
し
て
第

1
枕
に
よ
っ
て
出
炭
し
て
居

る
｡
此
の
第

一
坑
は
鳳
山
汲
磯
の
商
圏
約

1
粁
の
地
に
あ
る
｡
両
次
磯
共
に
新
風
山
輝
ま
で
の
運
搬
は
牛
の
挽
-
ト

p
ッ
コ
に
依
つ
ね
の
で
あ
る
が
､
沙
旦
院
淡
磯
で
は
昨
年
第

一
坑
の
傍
ま
で
頗
動
線
が
敷
設
n
れ
カ
｡

(こ

本
炭
田
は
闘
す
る
敢
初
の
地
質
報
告
は
於
で
は
本
炭
田
の
地
質
時
代
は
､
砂
岩
が

｢
平
壌
牡
丹
石
切
場

二
於
ケ
ル

(二
)

砂
岩

二
類

,b
同
様
の
植
物
遺
跡
ヲ
有

ス
｣
る
故
を
以
て
中
生
代
と
さ
れ
た
｡
大
正
十
五
年
に
中
村
先

生
は淡
水
月
化

石
の
産
出
を
報
ぜ
ら
机
､
且
つ
支
部
の
中
新
舵
に
出
る
犀
利
の
晒
乳
類
化
石
に
此
す
.'(
き
79
の
が
鳳
川
の
炭
層
中
か

(三
)

ら
も
出
る
乙
と
は
よ
-
鳳
山
の
骨
炭
暦
の
時
代
を
第
三
紀
の
中
新
世
と
推
定
さ
れ
カ
｡
次

い
で
徳
永
博
士
は
鳳
山
塵

の
犀
科
の
化
石
を
報
告
さ
れ
る
ほ
降
し
'
海
嶺
月
化
石
に
よ
っ
て
時
代
む
や
は
ヵ
中
新
世
と
考

へ
ら
れ
カ
o
更
に
小

(盟

(iF;)

林
撃
士

は

同
じ
-
海
棲
月
化
石
は
よ
っ

て内
地
の
機
月
暦
と
同
湖
と
誕
め
ら
れ
た
｡
後
に
在
っ
て
徳
永
博
士
は
鳳
山

の
噂
乱
数
化
石
と
蒙
古
ゴ
ビ
地
方
の
上
部
始
新
枕
産
の
噂
乳
類
化
石
と
を
此
放
し
て
鳳
山
炭
円
の
地
質
時
代
を
上
部

始
新
世
と
改
め
ら
れ
た
｡
以
上
述
べ
た
以
外
に
は
鳳
山
炭
田
の
地
質
に
就

い
て
公
表
さ
れ
た
文
献
と
し
て
､
沙
旦
院

(7.I)

炭
槻
主
任
小
堀
巌
氏
の
同
泉
源
に
就

い
て
の
記
事
が
あ
-
'
又
線
督
府
殖
産
局
編
纂
の
冊
子
に
も
鳳
山
炭
田
の
地
質

の
記
事
が
あ
る
｡



筆
者
の
7
人
松
下
は
中
村
先
生
の
御
指
導
の
下
は
黄
海
道
中
部
の
郷
原
系
を
研
究
す
る
ほ
驚
き
､
昭
和
九
年
六
月

沙
里
院
数
堀
に
数
日
滞
在
す
る
間
は
爽
炭
層
及
其
他
の
観
察
を
行
ひ
'
淡
水
月
化
石

･
植
物
化
石

｡
晒
乳
類
化
石
を

採
基
し
た
(
尤
79
そ
の
前
に
昭
和
七
年
十
月
鳳
山
洗
場
を
訪
れ
た
乙
と
が
あ
る
)
｡
淡
水
貝
化
石
並
に
植
物
化
石
は
そ

れ
ぞ
れ
小
野
山

･
前
島
が
鋸
足
し
た
｡
御
恕
備
夜
御
指
導
を
賜
っ
た
中
村
先
蛍
は
封
し
苗
に
泥
釦
の
意
を
表
す
る
｡

又
現
地
に
於
で
宿
泊
'
調
査
の
優
を
輿
へ
ら
れ
'
且
つ
種
々
御
示
教
､
御
配
慮
の
鼻
を
取
ら
れ
た
沙
里
院
炭
磯
主
任

小
堀
巌
氏
始
め
職
員
の
方
々
に
操
甚
の
謝
意
を
表
し
カ
い
｡
史
に
､
抄
旦
院
炭
磯
に
和
解
介
下
さ
っ
た
谷
口
悪
道
氏

種
々
御
世
話
に
な
っ
た
鳳
:-
洗
場
の
主
任
柳
湘
安
富
氏

･
元
坑
内
主
任
猿
谷
初
男
氏
等
の
方
々
に
深
謝
す
る
.

二
､地

質

(
五
紙
分
之

一
地
形
聞
｢
銀
改
野

参
照
)

地
形
及
地
質
枕
許

風
山
放
出
の
位
置
は
戴
尊
江
平
野
の
兼
側
に
教
蓮
す
る
群
原
系
(朝
鮮
の
原
生
界
)
地
帯
の
中

に
あ
る
｡
北
側
の
郷
原
系
下
部
暦
の
珪
岩
よ
わ
成
-
東
西
乃
至
西
北
西
に
走
る
四
五
〇
米
内
外
の
山
脈
と
､
南
方
の

郷
原
系
上
部
暦
の
粘
板
岩

･
珪
岩
よ
カ
成
る
山
地
(
激
高
鮎
は
六
〇
〇
米
を
遇
え
る
)と
に
挟
ま
れ
て
兼
酉
に
延
び
､

兼
の
方
に
狭
-
在
る
低
地
帯
の
中
は
本
炭
田
は
布
す
る
｡
炭
田
附
近
で
は
此
の
低
地
帯
は
南
北
約

一
〇
米
の
幅
を
有

す
る
｡
低
地
帯
は
大
部
分

一
〇
〇
米
以
下
の
波
状
の
丘
陵
地
で
あ
っ
て
､
群
原
索
中
部
の
石
衣
岩
類
よ
-
成
る
｡
炭

田
の
田
近
で
は
石
磐

石
暦
の
走
向
は
西
北
閣
乃
至
兼
北
東
で
､
傾
斜
は
南
に

1
五
-
二
C
皮
で
あ
る
｡
風
山
泉
田
の

爽
炭
第
三
系
は
其
の
石
磐

石
を
不
整
合
に
被
覆
す
る
｡
而
し

て堆
積
後
の
塾
動
は
よ
っ
王
肌
着
は
後
者
の
中
に
衝
動

朝
鮮
氷
海
道
風
山
:.X

mの
地
贋
と
化
石

四
〇
訟

≡



地

球

弟
二
十
三
春

辞
六
雛

円
実

四

的
ほ
填
ま
-
込
ん
だ
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
史
に
爽
炭
第
三
薫
は
石
衣
岩
層
と
共
に
利
剣
ruれ
て
､
平
坦
面
を
現
は

す
は
糞
力
､
次

5'
で
灘
暦
に
被
は
れ
た
｡
磯
暦
の
厚
さ
は

一
般
は
四
-
六
米
､
厚

い
所
で
は

一
〇
米
に
蓬
す
る
が
､

異
の
塵
暦
は
下
の
数
米
で
あ
っ
て
､
上
部
は
磯
を
億
に
含
む
赤
褐
色
櫨
栂
で
あ
る
｡
磯
は
大
部
分
群
原
系
下
部
層
の

珪
岩
の
固

い
大
磯
で
あ
る
.
炭
田
の
南
側
の

一
段
高

い
丘
陵

(最
高
鮎

一
二
七
去

来
)
に
は
石
灰
岩
が
露
出
し
て
ゐ

て
磯
暦
は
な

い
｡

磯
暦
の
堆
積
面
は
浸
蝕
の
復
活
は
よ
っ
て
開
軒
を
受
け
'
そ
こ
に
多
-
の
谷
に
刻
ま
れ
た
丘
陵
地
が
生
じ
た
｡
大

き
を
谷
は
後
は
拙
稿
さ
れ
て
平
野
と
意
力
'
丘
陵
地
は
分
割
さ
れ
た
.
而
し
て
爽
炭
層
賦
赤
地
と
其
の
商
牝
の
石
衣

岩
の
土
地
は
北
か
ら
南

へ
突
出
し
､
東
西

･
南
北
共
に
約
五
粁
の
大

き
さ
の
丘
陵
地
と
し
て
残
つ
ね
の
で
あ
る
｡
此

の
丘
陵
地
の
南
方
の
平
地
は
海
抜

一
〇
米
内
外
で
あ
る
｡
載
審
江
の
支
流
た
る
瑞
輿
河
は
前
記
の
低
地
帯
の
南
縁
を

閣
流
す
る
｡

炭
田
の
丘
陵
地
の
閥
に
は
最
も
狭

い
所
で
幅

一
粁
の
平
地
を
距
て
ゝ
珪
長
岩

｡
大
同
系
水
成
岩
及
び
洪
積
世
磯
闇

よ
ム
成
る

一
事
U
米
以
内
の
丘
陵
地
が
あ
る
｡
此
の
磯
暦
と

い
ふ
の
は
厚
さ
六
〇
米
に
及
ぶ
厚
暦
を
な
し
'
海
抜

一

五
〇
米
の
嶋
峨
山
を
造
っ
て
居
る
79
の
で
あ
る
｡
珪
長
岩
と
い
ふ
の
も
白
色
･･赦
密

･
多
孔
質
で
あ
っ
て
､
白
華
紀

未
の
休
園
等
世
に
噴
出
し
カ
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
が
'
同
じ
も
の
J
岩
塊
は
泉
田
の
南
側
の
石
灰
岩
の
丘
陵
の
上
に

多
数
称
す
る
｡
多
分
石
衣
岩
の
表
面
の
上
を
流
れ
て
固
結
し
た
も
の
ゝ
遺
跡
で
あ
ら
う
｡

突
放
恩
の
膚
序

上
述
の
施
与
爽
炭
層
は
鹿
骨
に
被
は
れ
で
居
る
の
で
富
川
は
極
め
て
稀

(
図
版
第
七
版
姉

1
図

参
照
)
で
あ
る
が
､
大
正
中
期
以
来
の
就
錐
及
び
採
炭
の
結
基
､
可
成
夕

其
の
性
状
が
明
に
な
っ
た
｡
炊
…し
汲
暦
の



厚
さ
の
鼻
化
､
爽
み
の
出
現
'
槍
大
が
起
上

叉
炭
田
の
全
域
に
亘
っ
て
は
試
錐
が
行
は
れ
で
居
な

い
た
め
は
不
明

を
鮎
が
少
-
な

い
｡
以
下
'
現
地
に
於
け
る
技
術
者
の
直
話
'
筆
者
の
観
察
､
試
錐
記
銘
に
基
さ
､
従
兼
の
文
献
を

参
照
し
て
本
炭
田
の
爽
炭
層
に
就

い
て
記
述
す
る
｡

爽
炭
層
の
賦
春
す
る
範
囲
は
鳳
出
炭
磯
の
本
坑
々
口
附
近
と
沙
旦
院
汲
磯
節

1
坑
々
口
附
近
を
結
ぶ
北
東
-

南
西

級
(大
鰹
に
於
で
沙
旦
院
炭
磯
の
あ
る
谷
に

一
致
す
る
)
を
南
東
練
と
し
､
北
酉
は
文
井
面
沙
田
洞

･
上
古
洞
の
谷
を

迫
っ
て
引

い
た
北
兼
1
滴
両
線
を
境
と
し
､
洞
仙
田
儀
岡
村
と
沙
博
洞
を
結
ぶ
北
西
-
南
東
線
を
以
て
北
東
縁
と
L
t

文
井
面
九
龍
里
と
恩
仁
洞
を
連
ね
る
線
(
即
ち
丘
陵
の
属
固
執
)
を
以
て
大
鰹
南
関
縁
と
す
る
匿
域
で
あ
る
｡
換
言
す

れ
ば
'
北
酉
及
び
南
東
の
雨
速
の
長
さ
三
人

粁
､
北
東
蓮
の
長
三

好

'
南
四
速
の
長
さ
二
孟

粁
の
大
き
さ
の
矩

形
状
の
置
域
で
あ
る
｡
爽
炭
層
は
衣
青
色
質
岩
(
又
は
泥
岩
)
･
夜
色
激
泥
質
貢
岩
(
泥
岩

)･淋
泥
岩
基

質
頁
岩
着

炭
よ
わ
成
る
｡
砂
岩
は
殆
ど
攻
上

徽
泥
貿
砂
岩
が
時
は
あ
る
に
過
ぎ
な

い
｡
磯
岩
は
露
頭
､
桃
内
に
覆
工

殆
ど

全
部
の
試
錐
に
ょ
つ
て
も
見
ら
れ
な

い
が
'
唯
沙
旦
院
炭
磯
の
第

一
淡
々
口
の
南
西
雲

ハ
○
米
の
地
鮎
に
線
督
府
で

試
み
た
本
数
旺-
敢
泥
の
試
錐
に
よ
ら
深
所
に
磯
岩
の
春
す
る
rJ
と
が
判
明
し
た
O
即
ち
地
下
二
三
〇
米
に
至
っ
て
五

米
飴
の
含
磯
頁
岩
は
達
し
p
以
下
は
磯
岩
と
な
み
､
二
讐

ハ
ム

七
光
の
深
さ
で
庇

い
磯
に
常
っ
先
の
で
作
業
を
中
止

し
た
と

い
ふ
｡
結
局
本
来
炭
層
は
大
部
分
粘
土
質
岩
よ
り
威
力
P
其
の
間
に
炭
層
が
爽
ま
れ
て
居
て
､
最
下
部
は
の

み
磯
岩
が
あ
る
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
凍
る
｡
後
に
詳
述
す
る
迫
-
血

の
爽
炭
層
は
大
建
に
於

で盆
地
状
構
造

を
叢
す
る
棟
で
あ
っ
て
p
磯
岩
は
盆
地
の
中
央
部
に
の
み
あ
上

長
下
位
の
炭
層
と
基
椎
と
の
間
隔
は
操
-
在
る
程

大
と
な
る
の
で
'
該
淡
暦
以
下
の
地
層
は
程
敵
現
象
堅

不
す
79
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
暦
厚
は
下
部
の
塵
岩
闇
が
恐
ら

湖
鮮
米
粒
沌
鳳
山
淡
日
の
地
質
と
化
石

誓
七

五



地

球

第

二
十
三
番

第
六
緋

四
〇
(

六

-
五
〇
水
位
､
そ
れ
よ
少
上
の
部
分
が
三
〇
〇
米
(
別
刺
を
免
れ
て
戎
つ
で
居
る
静
の
厚
n
)
は
あ
る
で
あ
ら
う
｡

炭
層
の
数
は
前
記
の
敢
常
の
試
錐
の
記
鉄
に
よ
れ
ば
十
六
枚
も
あ
わ
.
厚
さ
は
各
数
十
糎
で
､
相
互
間
の
距
離
は

数
十
糎
乃
至
二
十
米
あ
る
｡
然
し
既
採
掘
地
並
に
現
株
布
置
城
に
放
て
は
洗
骨
は
そ
れ
よ
少
少
し
厚
い
か
'
又
は
何

故
か
づ
!
蓋
っ
て
群
を
夜
し
て
屠
る
｡
嵐
山
汲
糠
南
匠
に
於
で
は
主
要
炭
層
は
本
管
及
び
下
層
と
呼
ば
れ
､
長
-
木

犀
衆
を
採
っ
て
(
坑
内
及
び

一
時
露
天
掘
)
で
屠
た
が
'

一
昨
年
か
ら
木
犀
を
止
し
て
下
層
炭
を
稼
行
し
て
屠
る
.
下

層
は
そ
こ
で
の
基
盤
の
三
-
四
兼
以
上
に
あ
ヵ
､
厚
さ
四
立

米
あ
ら
､
木
骨
は
そ
れ
よ
う
史
に
三
-

一
〇
氷
上
に
あ

る
も
の
で
､
薄

い
爽
み
が
何
枚
か
あ
る
が
､
厚
さ
約
六
米
で
､
時
に
膨
大
し
て
1I
O
米
に
蓮
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
南

匠
と
北
瞳
と
の
間
は
､

一
等
道
路
の
東
側
に
基
盤
の
石
衣
岩
が
突
出
し

て凍
て
'
下
層
は
そ
れ
に
接
嫡
L
t
木
履
も

そ
れ
を
掠
め
る
様
で
あ
る
｡
北
匠
で
は
本
暦
は
薄
-
在
っ
て
終
以
'
主
要
炭
層
は
そ
れ
よ
カ
上
に
あ
る
｡
風
暦
と
か

兼
坑
と
い
は
れ
た
炭
層
は
三
-
四
米
の
厚
n
を
有
し
､
本
層
の
上

1
五
-
二
五
米
の
暦
準
に
あ
き
､

一
等
道
路
の
東

側
に
坑
口
を
設
け
三

三

年
前
ま
で
稼
行
さ
れ
て
居
た
｡
そ
れ
よ
-
約
二
〇
氷
上
は
あ
る
旋
暦
(
犀
rb
7
11
三
光
?
)

は
現
に
新
鳳
川
輝
の
南
方
六
〇
〇
米
の
所
で
探
飴
中
の
も
の
で
あ
る
｡
此
の
洗
骨
よ
ら
上
に
も
荷
は
数
枚
の
泉
層
が

あ
る
が
韮
嬰
で
老
い
虎
で
あ
る
｡

.1
万
沙
旦
院
茨
磯
に
於
で
は
風
山
泉
裾
の
木
骨
並
に
下
層
は
そ
れ
ぞ
れ
風
山
暦

･
沙
旦
院
暦
と
呼
ば
れ
る
｡
そ
の

下
に
荷
ほ
第
三
暦
と
呼
ぶ
汲
暦
が
あ
る
｡
沙
里
院
吸
蔵
の
稼
行
炭
層
は
沙
旦
院
暦
の
下
草
部
で
あ
っ
て
､
第

1
坑
に

ょ
っ
て
採
炭
す
る
.

基
地
窮
三
班
に
よ
っ
で
鳳
山
暦
の
探
館
を
行
っ
て
居
る
O

第
三
暦
数
は
基
盤
の
二
-
二
･玉
来

(
地
下
沫
-
在
る
と
此
の
間
隔
を
樹
し
.第

一
坑
々
口
の
北
二
七
〇
米
の
地
鮎
に
行
は
れ
ね
試
錐
で
は

一
〇
米
に
適
す



る
)上
は
あ
っ
y
p
厚
n
は

一
-

∵

三
光
で
あ
る
｡
沙
旦
院
暦
は
第
三
暦
の
八
-
九
米
上
に
あ
JIP
三
･六
-

甲

○

米
の
厚
さ
を
有
し
､
中
程
に
〇
･
三
米
の
爽
み
が
あ
っ
て
上
･下
二
部
に
分
た
れ
'
溺
記
の
如
-
其
の
下
部
を
稼
行
中

な
の
で
あ
る
｡
鳳
山
暦
の
厚
ru
は
五
･五
-
七
㌧正
米
あ
る
が
､
鳳
山
炭
磯
に
於
け
る
よ
-
も
爽
み
が
多
-
､
且
つ
南

西
に
至
る
と
共
に
爽
み
が
増
大
し
､
泉
は
薄
-
在
る
模
様
で
あ
る
｡
鳳
山
暦
と
沙
旦
院
暦
と
の
間
隔
は
兼
部
で
は
約

沙里院炭磯 風山炭槻

前置 北匿
(炭層)2-3米?

鳳暦(兼洗骨 )4-6釆

(15-25米)

木 犀 6米(lo紫)鳳J【り暦 5.5-7･5米
(爽み多)

18-21栄(米の方軸) 3-10米●一.~ ~▲..■~

沙旦院暦(3.6-4.0米) 下 層415米__ -日■■

8-9釆 3-4栄

第三暦 1-1.3米

2-2.5米(10米)'

石 衣 岩

一
入
米
｣

西
部
で
は
二

一
米
で
あ
る
｡
以
上
蓮
べ

た
事
を
表
は
す
れ
ば
上
の
温
み
に
在
る
｡

此
の
敦
で
判
る
様
に
沙
旦
院
炭
磯
は
於
け
る
よ

み
79
鳳
山
汲
糠
南
直
は
放
け
る
方
が

一
般
に
炭
層

が
厚
-
'
炭
層
間
の
間
隔
が
狭

い
｡
又
復
旋
磯
北

匿
で
は
下
層
は
を
-
､
木
骨
は
薄
-
在
る
.
.爾
炭

磯
を
通
じ
て
炭
層
が
基
盤
に
極
め
て
接
近
し
て
存

す
る
rJ
と
は
注
目
に
値
す
る
｡

本
炭
田
の
石
炭
は
黒
褐
炭
に
風
し
､
沙
旦
院
炭

磯
の
も
の
～
一
例
を
畢
げ

れ
ば
据
敬
分

三
三
･
四

四
'
固
定
炭
素
四
二
･五
六
で
'
饗
熱
量
五
､
六
三

六
カ

ロ

-
1
で
あ
る
｡
荷
は
石
衣
中
に
は
境
泊
が

入
っ
て
居
る
.

朝
鮮
東
海
道
風
山
溌
田I
の
地
兜
と
化
石

四

克

七



節 - 閲 鳳山炭田附近地栗栖造園

節

二
十
三
春

八

英
炭
層
の
構
藷
jtJ
沙
盈
院

旋
磯
に
於
て
ば
爽
炭
層
の
走

向
は
北
東
で
.
傾
斜
北
因
に

約
二
二
度
で
あ
る
｡
鳳
山
泉

糠
南
匝
本
坑
附
鑑
で
は
走
向

兼
北
東
､
傾
斜
は
地
表
近
-

で
は
北
田
二
〇
度
'
坑
内
洗

-
で
は
1
0
度
に
在
る
と
い

ふ
｡
地
層
の
走
向
は
北
へ
行

-
と
共
に
曲
っ
て
北
々
兼
に

夜
タ
.
史
は
北
々
西
に
在
る

七
坑

･
入
坑
と
呼
ば
れ
欠
番

枕
附
走
で
は
西
に

1
五
度
傾

斜
す
る
｡
走
向
は
更
は
西
北

酉
は
輯
ず
る
｡
新
風
山
輝
の

兼
の
切
割
は
嘗
て
露
出
し
て

居
た
炭
層
は
北
三
〇
度
四
の



(こ

走
向
を
有
し
､
北
東
に
三
五
-
四
〇
度
傾
斜
し
て
居
た
と
い
ふ
｡
従
っ
て
第

1
園
及
び
固
版
第
七
版
第
二
園
は
示
し

た
様
な
西
北
西
方
向
の
背
斜
が
考

へ
ら
れ
る
｡

爽
炭
層
内
に
は
小
n
夜
断
層
は
間
々
あ
る
が
'
大

き
な
79
の
は
な

い
横
で
あ
る
｡
唯

一
つ
沙
旦
院
炭
磯
兼
部
は
走

向
東
北
兼
p
傾
斜
歯
嚢
三
〇
度
'
落
差

一
八
米
の
断
層
が
あ
る
(第

一
固
)
が
'
西
方
は
向
つ
て
は
擁
曲
は
移
化
す
る
.

次
に
試
錐
記
録
に
よ
っ
て
基
盤
の
深
n
を
表
す
等
探
線
を
引

い
て
見
る
と
爽
炭
層
の
構
造
が

一
層
よ
-
判
る
｡
固
版

妨
七
版
第
二
園
に
於
で
は
等
探
線
は
沙
旦
院
炭
裾
の
第

一
坑
々
口
附
近
の
地
並
(源
披
二
〇
米
)
を
基
準
と
し
て
米
を

以
て
衷
し
た
も
の
で
あ
る
｡

仰
ほ
軸
線
は
曝
探
地
車
が
L
t
僻
に
棟
暦
を
剥
が
し
た
場
合
に
現
れ
る
米
原
の
蕗
硯
の
想
像
位
聡
を
太
線
で
示
し
た
0
丸
は
･託
妥
試
離
任
聡
｡
cd.I

a
.'
聖

cGVは
各
鳳
山
山次
磯
の
本
流
旬
番
妙
所
｡
鯨
大
棚
跡
･
新
航
空
1&
し
､
bl
t
,伽
､
,atは
沙
盟
院
炭
融
の
解
1
坑
｡
事
務
所
･
解
三
坑
を
表

す
.

紺
新
鳳
山
騨
の
南
西
方
に
は
試
錐
は
覆

い
が
'

大
健
闘
の
様
に
在
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

兎
に
角
爽
炭
層
は
酉
に

凹
面
を
向
け
て
屈
曲
し
､
内
方
に
傾
斜
す
る
と

い
へ
る
｡
沙
里
院
炭
磯
第

l
耽
方
面
に
於
で
基
確
の
傾
斜
は
約
二
〇

度
で
あ
る
｡
最
操
の
試
錐
の
位
置
附
近
で
は
等
裸
線
は
互
に
近
づ
き
'
基
盤
の
勾
配
が
急
に
在
る
事
を
不
し
て
居
る

朝
鮮
米
粒
泣
凪
山
淡
田
の
地
封
と
堆
石



地

戎

鱒

二
十
三
客

筋
大
助

聖

二

一
〇

が
'
そ
こ
は
前
記
の
爽
炭
暦
最
下
部
を
覆
す
機
岩
層
が
基
盤
に
接
し
て
存
在
す
る
部
分
で
あ
る
｡

爽
炭
層
賦
存
地
域
の
酉
牛
で
は
構
造
を
推
定
す
る
手
掛
が
老
い
が
､
基
準
の
状
況
か
ら
推
し
て
地
層
は
乙
J
で
も

屈
曲
し
て
内
方
は
傾
斜
す
る
の
で
は
あ
る
ま
レ､
か
｡
結
局
第

一
同
は
示
す
様
に
爽
炭
層
は
東
北
東
に
伸
び
且
っ
中
心

が
西
は
偏
っ
た
盆
地
構
造
を
在
す
79
の
と
い
へ
る
｡

以
上
述
べ
た
構
造
か
ら
考

へ
れ
ば
北
西
練
は
皆
無
断
層
と
し
な
け
れ
ば
貌
明
が
つ
か
な
-
､
北
東
練
も
爽
炭
層
が

其
の
方
面
で
背
斜
を
な
す
塵
か
ら
見
て
断
層
と
考

へ
た
方
が
良
-
､
歯
間
練
は
あ
た
か
も
北
々
閣
方
向
の
断
層
が
通

過
す
る
朗
で
あ
る
｡
該
断
層
は
元
凍
自
重
配
末
の
壁
勅
勘
に
放
て
生
じ

て西
側
が
落
ち
ね
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
が
憩
ら
-
第
三
紀
中
葉
に
於
で
は
乗
落
ち
¢
運
動
を
起
し
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

紙
局
鳳
山
の
爽
炭
暦
は
盆
地
構
造
を
を
し
､
北
東
･北
酉
｡南
西
の
三
方
は
断
層
に
よ
っ
て
割
rb
れ
て
群
原
系
中
部

の
石
衣
岩
中
に
填
ま
-,h込
ん
だ
の
で
あ
る
が
､
其
の
際
傾
動
的
は
園
部
の
方
が
よ
-
深
-
落
ち
た
も
の
と
兄
を
け
れ

ば
在
ら
な
い
｡

三
.

化

石

鳳
山
泉
田
の
爽
炭
層
に
は
晒
乳
類
化
石
､
淡
水
月
化
石
及
び
植
物
化
石
が
包
蔵
さ
れ
て
居
で
'
こ
れ
ま
で
に
採
炭

に
伴
っ
て
炭
腎
及
び
其
の
附
近
の
地
層
か
ら
敬
見
n
れ
カ
｡
化
石
の
中
で
少
-
と
79
月
化
石
が
束
管
か
ら
離
れ
た
暦

準
に
も
存
す
る
乙
と
は
前
記
の
最
深
試
錐
に
ょ
つ
て
知
ら
れ
た
｡
即
ち
該
試
錐
に
よ
れ
ば
沙
里
院
暦
よ
～,h
七
〇
米
79

下
に
も
月
化
石
が
貫
岩
中
に
含
ま
れ
て
居
る
｡



(.--)

鞘
乳
類
化
石
は
歯
､
執
骨
及
び
其
他
の
骨
で
あ
っ
て
､
莱
暦
中
は
多
数
埋
没
し
て
居
る
｡
徳
永
博
士
は
よ
れ
ば
外

蒙
古
の
上
部
飴
新
枕
の
化
石
は
酷
似
す
る

T
itanothere,D
esm
aiother
iu
m
g
ra
n
g
eri
T
o
kunag
a
が
識
別
せ
ら

れ
､
其
の
他
に

R
hinoceratid
a
や

L
ophiod
on
t
も
あ
っ
て

､
鳳
山
放
任~
の
地
質
時
代
は
上
部
始
新
世
で
あ
る
と

い
ふ
O

(二)

.
淡
永
貝
化
石

之
は
炭
暦
の
上

･
下
盤
及
び
爽
み
の
中
か
ら
産
す
る
.
之
よ
与
党
､
中
村
先
生
は
大
正
十
三
年
に

鳳
出
炭
糠
の
本
管
炭
の

｢
上
線
を
覆
す
砂
質
貢
岩
か
ら
｣
塵
す
る

｢
息
し
っ
ぶ
さ
れ
た
淡
水
月
｣

化
石
を
採
ら
れ
､

大
正
十
五
年
に

P
la
n
or
bis,
L
y
m
m
a
ea
,
C
r
isia
r
ia
.P
の
種
類
を
報
ぜ
ら
れ
て
居
る
｡
於
下
の
採
集
し
た
も
の
は

鳳
山
莱
磯
の
木
骨
及
び
下
層
の
両
次
暦
の
爽
み
､
沙
旦
院
炭
磯
の
沙
里
院
暦
淡
の
下
草
部
の
爽
み
及
び
其
の
下
盤
か

ら
出
る
も
の
で
'
殆
ど
す
べ
て
ポ
タ
捨
場
で
採
集
し
た
79
の
で
あ
る
.
介
敵
の
或
る
種
の
も
の
に
は
明
瞭
に
具
珠
暦

が
残
さ
れ
て
居
る
も
の
も
あ
る
が
'
何
れ
も
脆
弟
で
あ
っ
て
剥
が
れ
易

い
｡
又
中
村
先
生
が
運
べ
ら
れ
ね
棟
に
､
化

石
は
魔
力
の
為
め
に
著
し
-
塵
形
を
蒙
っ
て
居
る
｡
識
別
し
得
た
種
類
は

)
,

P

l
a
n
o
r
b
i
s

へ､
p
seu
d
a
m
m
on
ius
Sch
lotheim
"

GB Vl トlゝ Cや N

P
1.
sinen
sis
O
d
h
n

er.

P

I.
s
p
.

n
o
v
.
?

P
1

.s
p
.

G
y
l

a
u
t

us
sp
.
n
ow.?

L
y

mnaeasp
.

朝
鮮
東
海
道
風
山
米
田
の
地
質
と
化
石

四二]]

山
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地

掛
雛

球

終
二
十
三
番

第
六
班

望

四

1

二

7
.

"
E
u
p
era
"

s
i
n
e
n
s
i
s

O

d
h
n
e
r

8.
.E
E

u
p
era
"

sp
.

9
.

C
r
i
s
t
a

r
ia
s
p

.

の
九
種
で
あ
っ
て
p

此
等
の
化
石
は
木
犀
(
鳳
山
固
)
炭
の
方
に
も
下
層

(
砂
塵
院
暦
)
炭
の
方
に
も
産
す
る
の
で
あ

る
が
'
沙
旦
院
淡
硯
の
第

山
塊
々
内
は
放
け
る
観
察
に
依
れ
ば
P
ln

or
bl'S
等
の
小
梨
の
月
は
沙
漫
院
暦
の
下
盤
約

〇
立

米
の
黒
褐
色
貫
岩
に
多
-
､
大
型
の

C
r
ista
ria

は
沙
里
院
暦
下
車
部
の
爽
み
の
灰
色
貫
岩
に
特
に
多

い
様

で
あ
る
.
鳳
山
教
場
の
場
合
で
も
之
等
の
二
つ
の
群
が
見
分
け
ら
れ
る
.
荷
は
C
ri
stari.芝
j:
b

oth
vatves
ctosed

の
状
態
で
産
す
る
79
の
も
多
い
が
'

一
般
は
種
々
鼻
形
し
､
其
の
成
る
も
の
は
昏

a
cr

assa近
似
の
外
形
堅
不
し

て
居
る
も
の
も
あ
る
｡

(也
)

以
上
の
内
p
l
t
2
､
7
は
支
那
山
間
省
垣
曲
膳
の
第
三
系
(
其
の
淡
水
月
化
石
は

O
d
h
n
er
は
依
み
研
究
さ
れ

始
新
世
と
考

へ
ら
れ
て
居
る
)
は
産
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
3
及
び
6
も
亦
同
地
産
の
79
の
と
近
縁
関
係
は
あ
る
種

成

る
串
は
確
か
で
あ
る
｡
此
等
の
軍
資
と
轡
氷
博
士
に
依
っ
て
論
ぜ
ら
れ
光
嘱
乳
動
物
化
石
の
示
す
時
代
と
毒

へ
併

せ
ば
'
鳳
山
の
月
化
石
の
時
代
79
始
新
世
と
し
て
差
支
老

い
と
恩
は
れ
る
0

(三
)

徳
永
博
士
は
大
正
十
五
年
は
鳳
山
炭
確
度
の
犀
利
化
石
を
報
ぜ
ら
れ
ね
際
は
､該
化
石
の
暦
準
(
之
は
本
暦
象
の
上(田

)

部
と
瓜
は
れ
る
)
の
六
米
上
の
暦
準
か
ら

M
y
a
cra
ssa
等
の
介
化
石
の
出
る
革
を
記
さ
れ
た
｡
其
の
後
小
林
撃

士

は
穂
永
博
士
の
採
集
品
か
ら

Tu
rritella
im
p
or
tu
n
a
.
Ca
ly

p
tr
ea
ajf.m
aqnm
ila
r
is,V
en
us
iorna.V
en
eri･

card
ia

sp.
を
識
別
せ
ら
れ
､
又
京
城
の
調
査
所
の
標
本
に

M
a
ctr
a

dun
keri.
が
あ
る
轟
に
任
意

ruれ
ね
0
吏



(I,,J)

ほ
其
の
後
徳
永
博
士
は

｢
本
管
次
の
上
盤
三
光
の
厚
n
の
砂
袋
頁
岩
中
｣

の
月
化
石
の
積
数
と
し
て

M
y
a

cf
r
･

crasSa
,
T
u
rritd
la
s
p

.,
Ven
ericardia
sp
.,
V
en
u
s
sp
.,
L
ed
a
sp
.,
C
a
lypira
ea
sp
.
を
馨
げ
ら
れ
ね
｡

結
局
､
呼

水
博
士
や
小

林撃
士
の
報
ぜ
ち
れ
ね
海
棲
貝
化
石

の
包
減

さ
れ

る
層
位
は
鳳
出
炭
裾
の
本
暦
数
の
上
盤
を

な
す
三
光
の
砂
質
貫
岩
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
｡

-i
方
､
上
述
の
中
村
先
生
が
探
ら
れ
た
淡
水
月
化
石
は
同
じ
-
鳳
山
茨
磯
の
本
暦
数
の
上
盤
を
覆
す
砂
質
貫
岩
か

ら
損
ね
の
で
あ
る
｡
同
じ
場
所
の
同
じ
層
位
か
ら
淡
水
只
化
石
と
海
棲
月
化
石
が
各
別
々
に
崖
す
る
と

い
ふ
革
は
蓋

然
性
に
乏
し

5,と
言
は
ね
ば
な
ら
な

い
｡
所
も
淡
水
月
化
石
の
示
す
時
代
が
始
新
世
で
あ
-
､
梅
棲
月
化
石
が
浅
月

暦
の
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
轟
は
少
な
か
ら
撃

方
盾
で
は
あ
る
ま

い
か
｡
従
っ
て
若
し
想
像
窓

越
し
-
す
弟
ば
'
徳
永

博
士
の
雌
本
の
産
地
は
疑
問
が
戚
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
'
恐
ら
-
鳳
山
の
爽
炭
層
に
は
従
凍
知
ら
れ
た
範
囲
内
で

は
海
棲
月
化
石
は
存
在
し
な

い
の
で
あ
ら
う
｡

植
物
化
石

之
は
全
部
潤
栗
樹
の
薬
の
化
石
で
あ
っ
て
､
鳳
山
鹿
磯
の
本
暦
上
盤
に
は
比
較
的
保
存
の
良
好
夜
79

灰白色泥岩

2兼.+
5

4.灰色貫岩叉は泥

岩 (下部は衣色潜

泥岩)1.7来合化石

3, 淡育炎色湛泥岩
0.7米 食化石

2.旗色倣泥質貢岩

5米 倉 化石

1.次白色砂岩

2米 含化石

朝
鮮
非
海
波
風
-;
放
E
の
地
既
と
化
石

の
が
産
す
る
｡
放
下
は
露
天
掘
跡
の
南
西
隅
で
探
基
し
た
の
で
あ
る
が

該
朗
に
於
で
は
上
の
楼
改
暦
序
が
見
ら
れ
る
｡
1
の
下
は
現
在
露
出
し

て
居
な

い
が
'
恐
ら
-
1
は
本
骨
炭
の
約
四
氷
上
に
あ
っ
て
､
途
中
に

前
記
の
月
化
石
を
含
む
三
光
の
厚
さ
の
貢
岩
が
春
す
る
も
の
と
推
定
さ

れ
る
｡
本
暦
上
盤
の
植
物
化
石
は
1
か
ら
4
ほ
至
る
間
に
産
す
る
が
3

の
79
の
が
最
79
良

い
｡
次
に
示
す
種
類
は
主
と
し
て
3
か
ら
得
た
の
で

望

瓦

一
三
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あ
る
0

此
の
植
物
群
は
極
地
中
新
世
植
物
群

は
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
北
海
道
石

狩
炭
田
の
羊
歯
秒
岩
層
の
植
物
群
に
勤

し
で
教
も
親
近
を
臓
係
を
有
す
る
｡

後

(A
)

者
の
時
代
は
遠
藤
歌
道
撃
士
は
よ
れ
ば

(礼
)

上
部

始
新
世
で
あ
る
が
､
長
尾
致
授
け

之
を
下
部
漸
新
世
と
考

へ
ら
れ
る
｡

羊

歯
砂
岩
暦
の
植
物
群
と
略
同
時
代
と

い

は
れ
る
他
地
産
の
も
の
と
鳳
山
の
植
物

群
と
の
問
に
は
共
通
種
は
飲
み
多
-
衣

い
棟
で
あ
る
.

補
洲
の
撫
順
泉
田
の
植

〓
○
)

物
群
と
鳳
山
の
79
の
と
の
間
に
は
億
は

二
つ
の
共
通
種
が
あ
る
に
過
ぎ
を

い
0

又
鳳
山
の
植
物
群
は
朝
鮮
東
海
岸
譜
地

の
第
三
系
種
物
群

(龍
洞

･
長
豊
旦

･
長

者

･明
川
の
譜
植
物
群
)
に
も
顛
線
が
薄

い
.

日
本
内
地

･
朝
鮮

･
溝
洲

の
古
第
三
系
に
多
産
す
る

Sequoia.
Glypiosrobu
s
の
如

き
裸
子
植
物
堪
典
瓶
の
化
石
が
鳳

川
に
は
兄
替
ら
な

い



事
は
注
目
は
億
す
る
｡
尤
79
塘
凍
他
の
暦
準
か
ら
磯
児
さ
れ
を
い
と
79
阻
ら
覆
い
｡

結
局
鳳
山
の
植
物
群
の
時
代
は
羊
歯
砂
岩
暦
の
植
物
群
と
略
同
じ
-
､
上
部
始
新
世
と
し
て
差
支
な
い
と
恩
は
れ

る
｡
即
ち
此
の
植
物
群
は
朝
鮮
に
於
け
る
政
も
古
い
新
座
代
植
物
群
で
あ
ら
う
｡

四
､
結

語

及

摘

要

一
p
黄
海
道
沙
旦
院
の
南
東
に
あ
る
鳳
山
炭
田
の
爽
炭
層
は
群

原
系
の
石
衣
岩
を
不
整
合
に
被
覆
し
､
享

八
粁

の
北
西
.
南
東
の
爾
蓮
'
二
肝
の
北
東
蓮
､
二
･五
粁
の
商
圏
蓮
を
持
つ
矩
形
を
な
し
て
春
す
る
｡

二
､
爽
炭
層
は
基
盤
の
石
衣
岩
と
共
は
平
坦
は
例
刻
n
れ
て
､
十
米
近
-
の
磯
暦
で
被
は
れ
て
居
て
､
浅

い
谷
の

あ
る
海
抜
三
〇
-
五

〇
米
の
丘
陵
を
覆
し
て
居
る
.
天
然
の
露
頭
は
極
め
て
稀
で
あ
る
.

三
七
爽
炭
層
は
衣
青
色
頁
岩

(
泥
岩

)･次
色
淋
泥
質
貢
岩
(
泥
岩
)
･
炭
質
貫
岩

･
磯
岩
よ
身
成
身
､
十
数
枚
の
炭

層

(
一
層
の
厚
さ
数
十
糎
)
を
爽
ひ
｡
暦
厚
約
三
五
〇
米
と
瓜
は
れ
る
｡
磯
岩
層
は
敢
下
部
を
占
め
る
も
の
で
､
約

五
〇
米
の
厚
さ
を
有
す
る
と
瓜
は
れ
る
｡
最
下
位
の
炭
層
以
下
の
地
暦
は
筏
蔽
の
現
象
を
ボ
し
て
居
る
.
堆
積
潜
時

に
は
爽
淡
暦
の
重
厚
は
恐
ら
-
五
〇
〇
米
を
超
え
た
か
も
知
れ
な

い
.

四
､
現
株
行
地
に
於
で
は
衆
暦
は
厚
-
な
る
か
'
又
は
数
個
の
群
を
な
し
､
主
要
泉
暦
と
成
っ
て
居
る
｡
鳳
山
炭

磯
で
は
基
盤
の
三
･I
凶
氷
上
に
は
下
層
(
四
立

米
'
現
株
行
炭
暦
)が
あ
-
､
其
の
三
～

1
0
氷
上
は
厚
三

ハ
米
の
本

質

菌
株
行
汲
暦
)が
あ
わ
､
其
の
一
五
-

二
五
米
上
に
甲
1
六
米
の
炭
層
が
あ
-
､
更
け
二
〇
犬
上
に
は
目
下
疎
密

朝
鮮
米
海
猫
鳳
山
炭
田
の
地
鑑
と
化
石

望

七

一
五



地

球

節
二
十
三
番

静
六
雛

望

(

〓
ハ

中
の
炭
層
が
あ
る
｡
沙
旦
院
茨
磯
で
は
鳳
山
炭
磯
の
下
層
並
は
本
暦
は
そ
れ
ぞ
れ
沙
旦
院
暦
(稼
行
暦
､
三
･六
-
四

莱
)並
に
鳳
山
暦
と
呼
ば
れ
る
｡
其
の
下
に
碕
ほ

7
-

㌻
三
光
の
第
三
暦
が
あ
る
｡
之
と
基
盤
と
の
間
隔
は
蔑
所
で

は
二
㌧玉
来
位
で
あ
る
が
'
探
-
在
る
と
厚
-
在
る
｡

1
枚
に
鳳
山
炭
糠
南
匠
に
於
け
る
よ
わ
も
沙
旦
院
炭
磯
に
於
け

る
方
が
爽
み
が
多
-
､
庶
-
､
又
炭
層
間
の
間
隔
が
大
で
あ
る
｡

五
､
本
炭
田
の
石
炭
は
黒
褐
衆
に
鷹
す
る
..
石
炭
中
に
は
境
地
が
入
っ
て
居
る
｡

六
､
爽
炭
暦
は
炭
田
の
来
車
部
､
即
ち
現
稼
行
地
域
で
は
西
方
に
凹
面
を
向
け
て
屈
曲
し
､
内
方
に

一
五
I
二
〇

度
傾
斜
す
る
｡
新
風
山
騨
附
近
ほ
は
西
北
西
方
向
の
背
斜
が
推
定
n
れ
る
｡
泉
田
重
機
と
し
て
は
中
心
が
館
に
偏
っ

た
盆
地
構
造
を
量
す
る
様
で
あ
る
｡

七
.
炭
田
の
北
東

｡
北
西
｡
宙
LgT竺
二
万
の
境
は
断
層
で
あ
っ
て
､
爽
茨
暦
は
西
は
傾
動
的
に
石
衣
岩
中
に
填
ま

み
込
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
｡

八
､
爽
泉
暦
中
に
は
､
嘱
乳
類

｡
淡
水
月
及
鹿
物
化
石
が
包
蔵
さ
れ
る
｡
嘱
乳
類
化
石
は
炭
層
中
に
含
ま
れ
､
徳

永
博
士
は
佐
多
蒙
古
ゴ
ビ
地
方
の
上
部
始
新
枕
産
の
79
の
ほ
酷
似
す
る
種
親
が
識
別
さ
れ
た
.

九
､
炭
層
の
上
.･
下
盤
.
爽
み
か
ら
は
淡
水
月
化
石
が
敬
見
n
れ
る
｡
其
の
中
に
は
支
那
山
西
省
垣
曲
煤
の
始
新

妖
魔
の
も
の
に
同
定
n
れ
る
も
の
も
あ
る
.
従
凍
鳳
山
か
ら
海
棲
介
化
石
の
産
す
る
革
が
報
告
さ
れ
て
居
る
が
疑
は

し
5,〇

十
､
植
物
化
石
の
良
好
夜
も
の
は
鳳
山
炭
磯
の
本
暦
象
の
上
(倉
見
化
石
暦
よ
み
上
位
)
に
崖
す
る
｡
各
部
潤
葉
樹

の
某
の
化
石
で
あ
り

で､
此
の
植
物
群
は
上
部
始
新
世
又
は
下
部
漸
新
世
と
言
は
れ
る
北
海
道
の
羊
歯
砂
岩
の
植
物



群
は
澱
も
近
い
O

十

一
p
着
の
譜
化
石
を
給
食
し
て
考

へ
る
ほ
'
本
来
炭
層
の
地
質
地
代
は
恐
ら
-
敢
上
部
新
世
で
は
在
い
か
と
思

は
れ
る
〇

十
二
､
炭
層
中
に
爽
み
が
多
い
轟
か
ら
見
て
石
炭
は
流
木
戊
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
淡
水
貝
化
石
の
存
在
は
本

爽
炭
層
の
潮
成
た
る
革
聖
不
す
｡
其
の
湖
は
河
に
よ
っ
て
源
は
聯
絡
し
て
居
ね
は
止
ま
ヵ
.
海
水
が
湖
中
に
侵
入
し

た
乙
と
は
夜
か
つ
ね
.

十
三
.
上
郎
始
新
世
に
何
か
の
原
因
(
1
部
構
造
的
､

1
部
浸
蝕
に
よ
る
も
の
か
)
に
ょ
っ
て
湖
盆
が
生
じ
た
｡
濃

初
は
現
在
の
爽
炭
層
賦
存
面
積
よ
わ
79
狭
-
､
其
の
中
に
塵
が
急
激
に
堆
積
し
た
｡
次
い
で
堆
積
が
緩
慢
と
怒
ら
も

材
料
が
泥
叉
は
漁
泥
に
鼻
化
す
る
と
共
に
水
域
が
購
大
し
て
行

き
､
面
積
が
最
大
(
現
在
の
爽
炭
層
賦
春
地
位
の
二
-

三
倍
か
)
は
逢
し
た
頃
か
ら
間
歌
曲
は
流
木
が
湖
底
は
堆
積
し
.
裾
と
互
暦
し
た
｡
湖
盆
中
､
朗
に
よ
っ
て
流
水
と
裾

と
の
割
合
に
差
異
が
あ
っ
た
.
督
時
湖
の
周
み
の
韻
地
や
森
林
は
嘱
乳
類
が
棲
ん
で
居
た
が
'
恐
ら
-
流
水
と
共
に

流
さ
れ
て
､
湖
底
に
堆
積
し
た
流
木
の
中
に
埋
っ
て
終
払
､
現
在
､
炭
層
の
中
か
ら
化
石
と
し
て
見
出
さ
れ
る
｡
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